
  令和７年度
ね ん ど

               

よい子のしおり 
                            星原

ほしはら

小
しょう

学校
がっこう

 

 

 この「よい子
こ

のしおり」は，私
わたし

たちの学校
がっこう

や家
いえ

での生活
せいかつ

で気
き

を付
つ

けたいことが

書
か

いてあります。しっかり守
まも

って，安全
あんぜん

にそして楽
たの

しい生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。 

    がっ こう      せい かつ 

 

 
  学校
がっこう

での生活 

 

 

 
１ あいさつや言

こと

葉
ば

づかい 

 (１) 先生
せんせい

や友
とも

だち，お 客
きゃく

さんに元
げん

気
き

よくあいさつをしましょう。 

 (２) 正
ただ

しい言
こと

葉
ば

づかいをし，はっきり返
へん

事
じ

をしましょう。 

 (３)  職
しょく

員
いん

室
しつ

やほかの 教
きょう

室
しつ

へ入
はい

るときはノックをし，｢入
はい

ってもいいですか｡｣ 

と言
い

ってから入
はい

りましょう。 

２ 教
きょう

室
しつ

や廊
ろう

下
か

での過
す

ごし方
かた

 

 (１) 教室
きょうしつ

，廊下
ろ う か

では静
しず

かに過
す

ごしましょう。 

 (２) 廊
ろう

下
か

，階
かい

段
だん

は静
しず

かに右側
みぎがわ

を歩
ある

き，走
はし

らないようにしましょう。 

３ 休
やす

み時
じ

間
かん

 

 (１) 次
つぎ

の時
じ

間
かん

の 準
じゅん

備
び

をすませておきましょう。 

 (２) 昼
ひる

休
やす

みは外
そと

で元
げん

気
き

よく遊
あそ

びましょう。 

 (３) 遊
あそ

ぶときは安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

け，友
とも

だちとなかよく遊
あそ

びましょう。 

 (４) 遊
あそ

んだ後
あと

は，手
て

洗
あら

い・うがい・汗
あせ

ふきをしましょう。 

４ 学
がく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

 

 (１) 「学
がく

習
しゅう

のきまり」を守
まも

ってしっかり学
がく

習
しゅう

しましょう。 

 (２) はっきりした元
げん

気
き

な声
こえ

で，発
はっ

表
ぴょう

や本
ほん

読
よ

みをしましょう。 

 (３) 正
ただ

しい姿
し

勢
せい

に気
き

を付
つ

けましょう。 

 (４) 本
ほん

やノ－ト，学
がく

習
しゅう

用
よう

具
ぐ

には 必
かなら

ず記
き

名
めい

をしましょう。 

５ 給
きゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

 

 (１) 給
きゅう

食
しょく

の 準
じゅん

備
び

や後
あと

始
し

末
まつ

のきまりをしっかり守
まも

りましょう。 

  (２) 食
しょく

事
じ

のマナ－を守
まも

り，すききらいをせず，決
き

められた時
じ

間
かん

内
ない

に食
た

べ終
お

わ

りましょう。 

 (３) 手
て

洗
あら

いや歯
は

みがきをしっかりとしましょう。 

６ 掃
そう

除
じ

の時
じ

間
かん

 

 (１) 昼
ひる

休
やす

みの遊
あそ

びは５分前
ふんまえ

の放送
ほうそう

で終
お

わり,掃
そう

除
じ

に行
い

くようにしましょう。 

 (２) 作
さ

業
ぎょう

のできる服装
ふくそう

でとりかかり，時
じ

間
かん

いっぱいがんばりましょう。 

  (３)  用
よう

具
ぐ

の後
あと

始
し

末
まつ

をきちんとし，手
て

あらいやうがいをしっかりしましょう。 

７ 服装
ふくそう

 

 (１) 標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

を着
き

て，帽
ぼう

子
し

をかぶって登
とう

下
げ

校
こう

しましょう。 

 (２) 運動
うんどう

靴
ぐつ

の色
いろ

は特
とく

に指
し

定
てい

しません。儀
ぎ

式
しき

等
とう

の時
とき

のくつ下
した

は，華美
か び

でない色
いろ

 

（白
しろ

，黒
くろ

，茶
ちゃ

，紺
こん

など）にしましょう。 

 (３) 学校
がっこう

では，マフラ－や手
て

ぶくろをはずしましょう。 

 (４) 自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

に合
あ

わせて衣
い

服
ふく

の 調
ちょう

整
せい

をしましょう。 



（５）  記
き

名
めい

をしっかりしましょう（持
も

ち物
もの

のどこかに書
か

くようにしましょう。）。 

(６)  髪用
かみよう

ゴムやピンは学
がく

習
しゅう

に影
えい

響
きょう

がない物
もの

を準
じゅん

備
び

し,前髪
まえがみ

が長
なが

くなったら

ピンで留
と

めたり切
き

ったりしましょう。 

  冬
ふゆ

の服
ふく

装
そう

について 

○ 原
げん

則
そく

として，学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

は，標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

で過
す

ごします（標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

の上
うわ

着
ぎ

の中
なか

に 

 ベストやトレーナーを着
ちゃく

用
よう

してもよいです。）。 

○ 防
ぼう

寒
かん

のためのベストやカーディガン，トレーナー等
とう

は華
か

美
び

にならないも 

 のとします。 

○ 体
たい

育
いく

の学
がく

習
しゅう

の時
とき

は,トレーナーを着
ちゃく

用
よう

してもよいです。 

○ 厳
げん

寒
かん

時
じ

は，登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

に長
なが

ズボン・ジャンバー等
とう

を着
ちゃく

用
よう

しても良
よ

いが，学
がっ

 

 校
こう

内
ない

では，ぬぎます。（体
たい

調
ちょう

の悪
わる

い時
とき

の長
なが

ズボン着
ちゃく

用
よう

は考
こう

慮
りょ

します。）。 

○ 厳
げん

寒
かん

時
じ

，登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

にマフラー・ネックウォ－マーは，着
ちゃく

用
よう

してもいいで 

 す（フード付
つ

きトレーナーは着
ちゃく

用
よう

しません。）。 

○ 登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

のみ，手
て

袋
ぶくろ

を着
ちゃく

用
よう

してもいいです。 

○ カイロは，低
てい

温
おん

やけどの危
き

険
けん

があるので持
も

ってこないようにしましょう。 

８ 登
とう

下
げ

校
こう

 

 (１) 朝
あさ

は，午
ご

前
ぜん

７時
じ

４０分
ぷん

～７時
じ

５０分
ふん

ごろをめやすに登
とう

校
こう

しましょう。 

 (２) さっさと下
げ

校
こう

しましょう。 

 (３) なるべく２人
ふたり

以上
いじょう

で登
とう

下
げ

校
こう

し, 必
かなら

ず決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

りましょう。 

   か てい     こう がい      せい かつ 

 

 
  家い え庭や校外での生活 

 

 

 

１ 安全
あんぜん

な遊
あそ

び 

 (１) 危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

では遊
あそ

ばないようにしましょう。 

 (２) 遊
あそ

びに行
い

くときは，家
いえ

の人
ひと

に行
い

き先
さき

をつげ帰
き

宅
たく

時
じ

刻
こく

を守
まも

りましょう。 

    （夏
なつ

：午後
ご ご

６時
じ

，冬
ふゆ

：午後
ご ご

５時
じ

までに帰
かえ

り着
つ

きましょう。） 

２ 外出
がいしゅつ

のきまり 

 (１) 校
こう

区
く

外
がい

へは 必
かなら

ず親
おや

といっしょに出
で

かけましょう。 

 (２) 知
し

らない人
ひと

のさそいには絶対
ぜったい

にのらないようにしましょう。 

３ 交通
こうつう

安全
あんぜん

 

 (１) 道
どう

路
ろ

は右側
みぎがわ

を歩
ある

き，横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

では左
さ

右
ゆう

をしっかり見
み

て，安全
あんぜん

を確
たし

かめて   

からわたりましょう。 

 (２) 自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

るときは，ヘルメットをかぶり，交通
こうつう

ルールを守
まも

り，危険
き け ん

な乗
の

り方
かた

は絶対
ぜったい

にしないようにしましょう（４年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

は，公道
こうどう

で自転車
じてんしゃ

に乗
の

ることができます。）。 

４ その他
た

 

 (１) 欠席
けっせき

をするときは，必
かなら

ず保
ほ

護
ご

者
しゃ

(お家
うち

の人)から学校
がっこう

へ連絡
れんらく

してもらいま

しょう。 

 (２) 地
ち

域
いき

の方
かた

など出会
で あ

った人
ひと

には，相
あい

手
て

の顔
かお

を見
み

て気持
き も

ちのよいあいさつを

いつでも，どこでもしましょう。 

 (３) 学
がく

習
しゅう

道
どう

具
ぐ

としてタブレットを持
も

ち帰
かえ

ることがあります。使
つか

う時
じ

間
かん

・場
ば

所
しょ

をお家
うち

の人
ひと

と話
はな

し合
あ

い，大切
たいせつ

に使
つか

いましょう。 


